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衆
議
院
議
員
緑
川
貴
士
君
提
出
消
防
団
の
訓
練
施
設
導
入
・
処
遇
改
善
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
緑
川
貴
士
君
提
出
消
防
団
の
訓
練
施
設
導
入
・
処
遇
改
善
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
全
国
の
自
治
体
の
消
防
や
警
察
な
ど
各
地
で
活
用
を
進
め
て
い
く
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
消
防
団
員
の
訓
練
に
つ
い
て
は
、
救
助
等
の
消
防
団
の
活
動
に
必
要
な
技
能
等
の
修
得
の
た
め
、
消
防
学

校
の
教
育
訓
練
の
基
準
（
平
成
十
五
年
消
防
庁
告
示
第
三
号
）
に
基
づ
き
、
各
都
道
府
県
の
消
防
学
校
等
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
各
地
域
に
お
い
て
も
、
災
害
を
想
定
し
た
各
種
訓
練
が
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

消
防
庁
に
お
い
て
は
、
「
消
防
団
の
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
り
消
防
団
員
の
災
害
に
対
応
す
る
能
力
向
上
の
た
め
の

訓
練
等
の
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
同
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
訓
練
方
法
に
関
す
る
動
画
を
公
表
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
消
防
団
員
の
教
育
訓
練
の
充
実
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

消
防
団
を
含
む
消
防
及
び
警
察
等
の
関
係
機
関
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十

六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
、
「
消
防
及
び
警
察
は
、
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

の
保
護
の
た
め
に
相
互
に
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
当
該
関
係
機
関
の
連
携
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
助
言
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 



 

２ 

 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
退
職
報
償
金
の
支
給
区
分
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
十
二
月
二
十
四
日
に
「
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
を
閣
議
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
政
令
の
制
定

に
よ
り
、
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）

別
表
の
消
防
団
員
退
職
報
償
金
支
払
額
表
に
お
け
る
勤
務
年
数
の
欄
に
、
新
た
に
「
三
十
五
年
以
上
」
の
区
分
を
設
け
る
こ

と
と
し
て
い
る
。 

 
 

御
指
摘
の
「
消
防
訓
練
中
に
団
員
が
物
損
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
法
に
お
い
て
は
、
市
町
村
は
、
市
町

村
の
区
域
に
お
け
る
消
防
を
十
分
に
果
た
す
べ
き
責
任
を
有
し
、
市
町
村
長
が
こ
れ
を
管
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
国

家
賠
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
に
お
い
て
適
切
に
対
応
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
に
基
づ
く
遺

族
補
償
年
金
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
員
の
活
動
実
績
を
考
慮
し
、
同
令
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
「
階
級
」
及
び

「
勤
務
年
数
」
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
補
償
基
礎
額
」
を
基
礎
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ



 

３ 

 

り
、
御
指
摘
の
「
存
命
中
の
総
所
得
に
配
慮
し
た
額
を
支
給
す
る
こ
と
」
は
、
当
該
年
金
の
性
格
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
同
令
を
改
正
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

 
 

消
防
庁
と
し
て
は
、
消
防
団
員
の
確
保
に
向
け
て
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
処
遇
改
善
に
係
る
施
策
を
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
同
措
置
に
よ
る
財
政
負
担
の
軽
減
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
消
防
団
協

力
事
業
所
」
に
対
し
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
「
税
制
上
の
特
例
措
置
」
を
含
め
、
様
々
な
手
法
で
支
援
策
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
好
事
例
の
周
知
も
図
り
つ
つ
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
支
援
策
の
更
な
る
普
及
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
「
消
防
団
の
更
な
る
充
実
強
化
に
向
け
た
企
業
等
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
（
協
力
依
頼
）
」

（
令
和
六
年
十
月
十
五
日
付
け
消
防
地
第
五
百
七
十
八
号
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
地
域
防
災
室
長
通
知
）
等
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
消
防
団
の
活
動
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
を
顕
彰
す
る
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を
早

急
に
導
入
し
、
当
該
制
度
に
お
け
る
認
定
を
受
け
た
企
業
等
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
助
言
を
行
っ



 

４ 

 

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 


